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：iiiiAlAfi懸鰹蕊曇 Ｉ 鰄卜州川鳰川肋肺灘儲り騏駄１Ｍ戦生の姿が承うけられるようにたり、十年以上もまえに、私がボストン大学でふかけたありさまに似た感がする。ただあちらの彼女たちの場合は、ぶあつい本を何冊も抱えこんでいるさまししばしばみうけられ、さぞ本代しか号ざむことであろうと、いらぬ同情心が湧くほ、どであった。しかし、実際には図書館からの第借りだしものが多かったようであり、学生たちは、その地域の他大学や街の図書館などをも上手に利用している様子であった。なんでもアメリカの教授たちは、一方でわまれわれのような研究員をうまくリードし、他方で講義の準備に万全を期すことに、もっと警薯用いているとかで、週のうち幾日かをだ図書館に入り一三、講義資料を集めている常連の教授たちを何人か知った。□蝉Ⅶ蕊》鰯露不心得者であって、図書館で勉評強できる型ではない。しかし、報館》このごろの若者は、図書館を利螂書・一洲川肺正仙北川Ⅷ川戦剛川枇鯛竺》一弘》》叫ぶ鋳》蛎一｝校の図書館に足しげく出入りす”幽螺滞鱗黙とんど余すところなく納められ 昭和46年７月ノ jHiUL 学の中に入ってふると、かって聞いた話しとまるでちがい、微々たる図書館予算に一層驚かされた。どこの大学も、建物のほうは近代的に衣がえをしているが、本代のほうはいったいどうなっているのかＣなおざりにされているのではなかろうか／・・図書館が学生たちにとって利用度の高いものであってほしいことは、もちろんであるが、われわれにとっても使いやすいところであってほしい。また菅ぱなしになるが、卒業論文作製という名のもとに、はじめて書庫の中まで自由に出入りできるようになったとき、生字引きのような係の人から、いるノーなアドバイスを受けたときの感銘は、いまだに忘れられない。また、そのころ必要にせまられ、百年も昔の文献をひもといたとき、学問の伝統というものがひしひしと身にしゑ、またこのような古いものがと出のえられている図書館の重永といったものが惑ぜられた。研究者としての私は、じかに化学の古典に対面したことからスタートしたと思っている。専門分野における進歩が、加速度的であるこのごろ、われわれは、益々多くの学術雑誌に接していかなくてはならない。その意味では、文献は毎日使っている薬品や器具と同様に、いわば日常生活における鍋や釜の類いである。しかし、それは古くなったからといって、捨てさったり、どこかにしまいこんだりされるものではなく、よく整理され使いやすい場所で長く保存されるべきものである。大学が発足して、もう四半世紀を迎えており、学術雑誌の長期保存について、どこも》考えなくてはならない時期にきている一う。われらの鍋と釜をどのように保管．よいか、考えてゑたいものである。理学部教授柴田」 ０ ｉ 
ＰＴ－ ｉｌＬ 燃Ｉ０ＩＩ－０－６７０ｒＩＢ１Ｉ人口■０１日Ⅱ■Ⅱ７０１Ⅱ。■■■１日６１００■■■Ⅱ曰■■■１－６■■Ｖｈ０ｕ０ＩＵ０ⅡＵＩＩＩ‐‐Ⅷ０００００Ⅱ，１００‐ＵｂＩｈ９ｊ１－－１Ｉ０ＩＩＩＩ－ｄ１Ｉ０１Ｉ１Ｌ－Ｉ８１ＩⅡⅡ９６１Ⅱ ムゼン・ローマ史」ヨルンハイム史学方法論」「ベロッホ・ギリシャ史」「ランプレヒト独逸史」ニイェル古代史」などが挙げられ、同時に「ブレステッド古代史」「マィャー一般歴史」「ウイリャムソン支那史」ニコーレ英国史」など英書も数えられる。先生は四高図書館を利用されることが多く、数千冊の図書を集収、読破された。昭和七年五月十三日夜読書中に突然逝去された。全校の驚がくはいうまでもなく、市民も深く哀悼の意を表した。宮中より勅使を差遣、葬儀は校庭でおこなわれ、儀仗兵一小隊が参加した。この文庫は遺族並びに教職員、学生、卒業生から四高に贈られたものであるが、四高終幕当時、学部教室へ大部分運び去られ昔時の面影がない。今後できるだけ復元につとめたいものである。 のパ ＩＩｌＩＩＩｉｌＩＩＩＩＩｌ
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工学部図書館委員から分室を分館に昇格さ
せたい。そのため工学部分室の職員の増員を
工学部で考慮したいという発言があった。こ
のためには、図書館諸規程を改正する要があ
り、医学図書館の取り扱い方についても意見
が出された。今後この問題は前向きの姿勢で
検討を加えて行くことになった。
五、図書館業務の再編成について
昨年度は主として城内の分室統合について
議論されて来たが、工学部分館問題に関連し
て、城外の分館分室の統合についても意見が
出され、次回委員会で更に検討することにな
った。
